（青山荘）施設処遇会議①

平成　18　年5月29日　（月）

	氏　名
	奥山　以依子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　24年12月29日（55歳）


	問題点
	介入方法

	1 緊急時等、危険を回避できない可能性がある。

（危険を自覚できないことがある）
	・頻繁に外出するルートについては危険箇所を本人と確認し、理解するまで繰り返し行う。

 （現在は青山荘・青南病院・デイケアを含む根城近辺までの地域の範囲）

・考えられる緊急時（体調不良・迷子等）の内容とその対処法について本人と個別で学習し、自分の身を守る方法を繰り返し行い習得する。

・行事等で遠くへ出かける時はできるだけ職員や他入所者が付き添い、注意を払う。

・単独での外出の際のルールや困った時の対応方法が身に付いた後、交通機関の利用を行い、自宅からの通院を練習していく。

	②食べ物を好きなだけ食べてしまい、食事のコントロールができない。また、ご飯をかきこむようにして食べ、食事のマナーを守れない。
	・１人分ずつ皿に取り分ける等、１度の食事で食べる量を決めておく。

・食事や調理教室の際、食べ方について指導し、急がずゆっくり食べるよう説明する。

・外泊の際、家族に１度に食べる量を決めてもらうよう家族にお願いし、食べ過ぎないよう注意する。

	③症状の慢性化と長期入院による全般的な生活技術、現実検討能力の低下
	・外出等の機会を増やし、活動範囲を広げて地域とのかかわりあいを多く持てるようにする。

・入所後できるようになったことも数多くあり、体験によって習得できるものも多くあると考えられる。生活場面の中でできない箇所について出来るだけ細かく確認・評価し、本人の必要な部分に効果的にアプローチできるよう繰り返しの体験学習を中心に行う。


	これまでの経過（最終評価日　H18年5月2日）

	

	長期入院生活による社会生活能力の低下から、入所時より掃除・洗濯方法等の生活の基本的な技術が不足しており、その都度個別での介入を要していた。現在では身の回りのことは徐々にできるようになってきており、掃除・洗濯は定期的に行い、金銭管理では決められた金額内でのやり繰りは出来ている。

　現在の目標

1 緊急時の対応方法を身につける

2 調理器具が使え、簡単な調理ができるようになる

1 では、落とし物・忘れ物をした際、その時点で探さずに青山荘に戻ってから職員に話す為,物を無くしたらすぐに相談するよう伝えている。また「迷子になったら助けがくるまで待ってる。」と話すこともあり、SSTや個別対応での緊急時の助けの求め方についての基本を学習。緊急時にすぐ連絡できるよう連絡先をメモしたものを所持してもらっている。

2 では、調理器具の利用や食材のきり方等について間違った方法で行っていることが多い為,調理教室の機会を利用して適切な利用方法・調理方法について一緒に行いながら説明している。

退所後はおいらせ町居住の弟夫婦と同居予定である。退所後、日中の活動の場として本人はデイケアを希望しているが、家族は自宅から交通機関利用での通所に不安を持っており、他病院のデイケア利用も考えている。


プラン計画者　氏名：　　山口　碧　　　　　　　　　　　　

施設処遇検討会議（施設名）　　　　　　　　　　　　　　実施日　平成18年5月29日（月）

	氏　名
	奥山　以依子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和24年12月29日（55歳）


	問題点
	評価

	①緊急時等、危険を回避できない可能性がある。
	・緊急時の内容と対処法について個別で学習し、自分の身を守る方法について繰り返しの体験学習を中心に行う。

・おいらせ町役場保健師等からの情報収集や社会資源調査を行う。その上で退所後の生活で必要な部分に絞った支援

を行う。



	②食べ物を好きなだけ食べてしまい、食事のコントロールができない。また、ご飯をかきこむようにして食べ、食事のマナーが守れない。
	・生活ﾚﾍﾞﾙが低いことから、調理教室参加の場面で支援を行うだけではなく、個別で調理技術・食事方法について支援を行う。

・繰り返しの練習を行い、外泊時、習得したことを実践でき、退所後も継続できるようにする。



	③症状の慢性化と長期入院による全般的な生活技術、現実検討能力の低下
	長期入院による社会生活の不足により、どこまで生活技術を習得できるか不安な面があったが、予想以上の習得ができている。今後も個別による繰り返しの体験学習が必要。




	評価後の問題点
	修正プラン

	①継続
	· 考えられる緊急時（体調不良・迷子等）の内容とその対処法について本人と個別で学習し、自分の身を守る方法を繰り返し行い習得する。

· おいらせ町役場保健師等からの情報収集や社会資源調査を行い、退所後の生活（日中の活動の場、施設利用の場合は利用する交通機関等）について検討する。その上で退所後の生活で求められる部分に絞った（交通機関の利用練習、その際に生じる緊急時の対処法について）支援を行う。

	②継続
	· 個別で調理技術について支援し、簡単な調理を繰り返し練習する。その際、食事方法についても併せて支援する。

· 個別支援により習得したことを、外泊時に実践する機会を設け、本人の自信につなげる。また、実践の場で新たな課題が露呈した場合はその後の練習に取り入れる。

	③継続
	入所からこれまでできるようになったことは数多くあり、今後も体験による習得を継続して行うとともに生活場面の中でできない箇所について出来るだけ細かく確認・評価していく。特に、本人必要な部分に効果的にアプローチできるよう繰り返しの体験学習を中心に行う。


	結果

	次回会議まで修正プランにて対応し様子観察とする。


	会議出席者

	村田I.O.O、小田、金澤、長谷部、佐々木、山田、坂本、四戸（記録）


